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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第４区分
【発行日】平成25年12月19日(2013.12.19)

【公表番号】特表2013-513501(P2013-513501A)
【公表日】平成25年4月22日(2013.4.22)
【年通号数】公開・登録公報2013-019
【出願番号】特願2012-544524(P2012-544524)
【国際特許分類】
   Ｂ２９Ｃ  43/32     (2006.01)
   Ｂ２９Ｃ  43/12     (2006.01)
   Ｂ２９Ｃ  43/20     (2006.01)
   Ｂ２９Ｋ 105/08     (2006.01)
   Ｂ２９Ｌ   9/00     (2006.01)
【ＦＩ】
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   Ｂ２９Ｃ  43/12    　　　　
   Ｂ２９Ｃ  43/20    　　　　
   Ｂ２９Ｋ 105:08    　　　　
   Ｂ２９Ｌ   9:00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年10月30日(2013.10.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コア（２０）を有する複合材構造（１０）の上部及び下部ラミネート（２８、３０）の
相対的な動きを抑える安定化機構（７２）であって、
　治具に取り付けられており、かつ上部及び下部ラミネート（２８、３０）のうちの少な
くとも一方のラミネートに係合する少なくとも１つの係合形状部を含む外側表面を有する
下側把持用帯片（７８）と、
　両側の外側表面を有する少なくとも１つの上側把持用帯片であって、各外側表面が、下
側把持用帯片（７８）、及び上部及び下部ラミネート（２８、３０）のうちの少なくとも
一方のラミネートに係合する係合形状部（７６ｄ、７８ｄ）のうちの少なくとも１つを含
む、上側把持用帯片（７６）と
を備える安定化機構。
【請求項２】
　係合形状部（７６ｄ、７８ｄ）が複数の突起（７６ｅ、７８ｅ）を備える、請求項１に
記載の安定化機構。
【請求項３】
　下側把持用帯片（７８）が、内側表面及び外側表面を有するシート部材と、外側表面か
ら延出する突起（７６ｅ、７８ｅ）とを含む、請求項１に記載の安定化機構。
【請求項４】
　上側把持用帯片（７６）が、一対のシート部材を含み、これらのシート部材は裏面同士
が向かい合わせになるように内側表面で接続されており、突起（７６ｅ、７８ｅ）がそれ
ぞれの外側表面から外方に延出する、請求項３に記載の安定化機構。
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【請求項５】
　複合材構造（１０）は、複合材構造（１０）のトリミングマージンを定義するトリミン
グラインを有する外周部を含み、
　上側及び下側把持用帯片（７６、７８）は、トリミングマージン内に収まるように配置
される、請求項１に記載の安定化機構。
【請求項６】
　治具に取り付けられ、かつ上側把持用帯片（７６）の一部に重なる少なくとも１つの締
め付けストラップをさらに備える、請求項１に記載の安定化機構。
【請求項７】
　複合材構造（１０）の面取りコア（２０）に取り付けられる上部及び下部ラミネート（
２８、３０）の相対的な動きを抑えて、面取りコア（２０）のコア潰れを低減するシステ
ム（７０）であって、
　複合材構造（１０）を収容する治具（５０）と、
　請求項１ないし６のいずれか１項に記載の安定化機構（７２）と、
　上部ラミネート（２８）に圧縮力を加えて、上部及び下部ラミネート（２８、３０）と
上側及び下側把持用帯片（７６、７８）との係合を強くする力付与機構（１１６）と
を備えるシステム。
【請求項８】
　力付与機構（１１６）が、
　複合材構造（１０）を治具（５０）に密封し、治具内を真空にするバギングフィルム（
５６）、及び、
　複合材構造に加えるオートクレーブ圧力（１１０）
のうちの少なくとも１つを備える、請求項７に記載のシステム。
【請求項９】
　係合形状部（７６ｄ、７８ｄ）が複数の突起（７６ｅ、７８ｅ）を含み、下側把持用帯
片（７８）が、内側及び外側表面を有するシート部材を含み、突起（７６ｅ、７８ｅ）が
外側表面から延出する、請求項７に記載のシステム。
【請求項１０】
　上側把持用帯片（７６）が一対のシート部材を含み、これらのシート部材が内側表面で
、突起（７６ｅ、７８ｅ）がそれぞれの外側表面から外方に延出するように、裏面同士が
向かい合わせに接続されている、請求項９に記載のシステム。
【請求項１１】
　複合材構造の面取りコアに取り付けられる上部及び下部ラミネートの相対的な動きを抑
えて、面取りコアのコア潰れを低減する方法であって、
　下側把持用帯片を治具に取り付けるステップ（２００）と、
　下部ラミネートを治具に積層させ、下部ラミネートを下側把持用帯片の一部に係合させ
るステップ（２０２）と、
　コアを下部ラミネートの上に配置するステップ（２０６）と、
　上側把持用帯片の一部が、下側把持用帯片に係合するように、上側把持用帯片を位置決
めするステップ（２０８）と、
　上部ラミネートの一部が上側把持用帯片に係合するように、上部ラミネートをコアの上
に積層させるステップ（２１２）と
を含む方法。
【請求項１２】
　上部ラミネートをコアの上に積層するステップが、
　上部ラミネートの一部が下部ラミネートに重なり、かつ上側把持用帯片に係合するステ
ップを含むように、上部ラミネートをコアの上に積層させる、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　上部ラミネートが上側プライを含み、上部ラミネートを積層させるステップが、
　相互にジグザグに上側プライのうちの少なくとも２枚の上側プライを終端させるステッ
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プ（２１４）を含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　上部及び下部ラミネートが、それぞれ上側及び下側プライを含み、そして方法がさらに
、
　上側及び下側把持用帯片の両方の把持用帯片に、上側及び下側プライのうちの少なくと
も１枚のプライを係合させるように、上部及び下部ラミネートを積層させるステップを含
む、請求項１１に記載の方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　本開示の付加的な変更及び改良は、この技術分野の当業者であれば明らかに想到するこ
とができる。従って、本明細書において説明され、そして例示される構成要素の特定の組
み合わせは、本開示の特定の実施形態のみを表わすために用いられ、そして本開示の思想
及び範囲に含まれる別の実施形態または装置を限定するために用いられるべきではない。
　また、本発明は以下に記載する態様を含む。
（態様１）
　コアを有する複合材構造の上部及び下部ラミネートの相対的な動きを抑える安定化機構
であって、
　治具に取り付けられており、かつ上部及び下部ラミネートのうちの少なくとも一方のラ
ミネートに係合する少なくとも１つの係合形状部を含む外側表面を有する下側把持用帯片
と、
　両側の外側表面を有する少なくとも１つの上側把持用帯片であって、各外側表面が、下
側把持用帯片、及び上部及び下部ラミネートのうちの少なくとも一方のラミネートに係合
する係合形状部のうちの少なくとも１つを含む、上側把持用帯片と
を備える安定化機構。
（態様２）
　係合形状部が複数の突起を備える、態様１に記載の安定化機構。
（態様３）
　下側把持用帯片が、内側表面及び外側表面を有するシート部材と、外側表面から延出す
る突起とを含む、態様１に記載の安定化機構。
（態様４）
　上側把持用帯片が、一対のシート部材を含み、これらのシート部材は裏面同士が向かい
合わせになるように内側表面で接続されており、突起がそれぞれの外側表面から外方に延
出する、態様３に記載の安定化機構。
（態様５）
　複合材構造は、複合材構造のトリミングマージンを定義するトリミングラインを有する
外周部を含み、
　上側及び下側把持用帯片は、トリミングマージン内に収まるように配置される、態様１
に記載の安定化機構。
（態様６）
　上側及び下側把持用帯片が、互いに対して略位置合わせされる、態様５に記載の安定化
機構。
（態様７）
　治具に取り付けられ、かつ上側把持用帯片の一部に重なる少なくとも１つの締め付けス
トラップをさらに備える、態様１に記載の安定化機構。
（態様８）
　複合材構造を治具に密封して、圧縮力を上部及び下部ラミネートに加えて、上側及び下
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側把持用帯片との係合を強くするバギングフィルムをさらに備える、
態様１に記載の安定化機構。
（態様９）
　複合材構造の面取りコアに取り付けられる上部及び下部ラミネートの相対的な動きを抑
えて、面取りコアにオートクレーブ力を加えている状態で面取りコアがコア潰れを起こす
のを防止する安定化機構であって、上部及び下部ラミネートが、それぞれコアの上側及び
下側表面に取り付けられており、かつそれぞれ上側及び下側プライを含み、複合材構造が
、トリミングマージンを定義するトリミングラインをふくむ外周部を有している安定化機
構であって、
　　トリミングマージン内で治具に接着して、かつ略細長金属シート部材を含む下側把持
用帯片であって、この略細長金属シート部材が、内側及び外側表面を有し、かつ外側表面
から外方に延出する複数の突起を含み、下側把持用帯片から延出するこれらの突起が、プ
ライのうちの少なくとも２枚のプライに係合して下側把持用帯片に対する動きを防止する
、下側把持用帯片と、
　　下側把持用帯片に略位置合わせされた少なくとも１つの上側把持用帯片であって、内
側表面で、裏面同士が向かい合わせに接着された一対のシート部材を含み、各シート部材
が、それぞれの外側表面から外方に延出する複数の突起を有し、上側把持用帯片から延出
するこれらの突起が、下側把持用帯片に係合して下側把持用帯片に対する動きを防止して
、上側把持用帯片の両側のプライのうちの少なくとも２枚のプライに係合して上側把持用
帯片に対するプライの動きを防止する、少なくとも１つの上側把持用帯片と、
　　治具に取り付けられ、かつ上側把持用帯片の一部に重なる、少なくとも１つの締め付
けストラップと、
　　複合材構造を治具に密封して上部及び下部ラミネートに圧縮力を加えて、上側及び下
側把持用帯片との係合を強くするバギングフィルムと
を備える安定化機構。
（態様１０）
　複合材構造の面取りコアに取り付けられる上部及び下部ラミネートの相対的な動きを抑
えて、面取りコアのコア潰れを低減するシステムであって、
　複合材構造を収容する治具と、
　安定化機構と
を備え、安定化機構が、
　　治具に取り付けられ、かつ上部及び下部ラミネートのうちの少なくとも一方のラミネ
ートに係合する、少なくとも１つの係合形状部を含む外側表面を有する下側把持用帯片と
、
　　両側の外側表面を有する少なくとも１つの上側把持用帯片であって、各外側表面が、
下側把持用帯片、及び上部及び下部ラミネートのうちの少なくとも一方のラミネートに係
合する少なくとも１つの係合形状部を含む、少なくとも１つの上側把持用帯片と
を含み、そしてシステムがさらに、
　上部ラミネートに圧縮力を加えて、上部及び下部ラミネートと上側及び下側把持用帯片
との係合を強くする力付与機構と
を備えるシステム。
（態様１１）
　力付与機構が、
　複合材構造を治具に密封し、治具内を真空にするバギングフィルム、及び、
　複合材構造に加えるオートクレーブ圧力
のうちの少なくとも１つを備える、態様１０に記載のシステム。
（態様１２）
　係合形状部が複数の突起を含む、態様１０に記載のシステム。
（態様１３）
　下側把持用帯片が、内側及び外側表面を有するシート部材を含み、突起が外側表面から
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延出する、態様１２に記載のシステム。
（態様１４）
　上側把持用帯片が一対のシート部材を含み、これらのシート部材が内側表面で、突起が
それぞれの外側表面から外方に延出するように、裏面同士が向かい合わせに接続されてい
る、態様１３に記載のシステム。
（態様１５）
　複合材構造の面取りコアに取り付けられる上部及び下部ラミネートの相対的な動きを抑
えて、面取りコアのコア潰れを低減する方法であって、
　下側把持用帯片を治具に取り付けるステップと、
　下部ラミネートを治具に積層させ、下部ラミネートを下側把持用帯片の一部に係合させ
るステップと、
　コアを下部ラミネートの上に配置するステップと、
　上側把持用帯片の一部が、下側把持用帯片に係合するように、上側把持用帯片を位置決
めするステップと、
　上部ラミネートの一部が上側把持用帯片に係合するように、上部ラミネートをコアの上
に積層させるステップと
を含む方法。
（態様１６）
　上部ラミネートをコアの上に積層するステップが、
　上部ラミネートの一部が下部ラミネートに重なり、かつ上側把持用帯片に係合するステ
ップを含むように、上部ラミネートをコアの上に積層させる、態様１５に記載の方法。
（態様１７）
　上部ラミネートが上側プライを含み、上部ラミネートを積層させるステップが、
　相互にジグザグに上側プライのうちの少なくとも２枚の上側プライを終端させるステッ
プを含む、態様１５に記載の方法。
（態様１８）
　上部及び下部ラミネートが、それぞれ上側及び下側プライを含み、そして方法がさらに
、
　上側及び下側把持用帯片の両方の把持用帯片に、上側及び下側プライのうちの少なくと
も１枚のプライを係合させるように、上部及び下部ラミネートを積層させるステップを含
む、態様１５に記載の方法。
（態様１９）
　複合材構造が、トリミングマージンを定義するトリミングラインを含む外周部を有し、
下側把持用帯片を治具に取り付けるステップが、
　下側把持用帯片をトリミングマージン内に収まるように、外周部に沿って位置決めする
ステップを含む、態様１５に記載の方法。
（態様２０）
　内側及び外側表面と、外側表面から延出する突起とを有するシート部材により下側把持
用帯片を形成するステップをさらに含む、態様１５に記載の方法。
（態様２１）
　突起がそれぞれの外側表面から外方に延出するように、裏面同士が向かい合わせになる
ようにシート部材の内側表面で一対のシート部材を接続する、ステップをさらに含む、態
様２０に記載の方法。
（態様２２）
　圧縮力を複合材構造に加えて、上部及び下部ラミネートと上側及び下側把持用帯片との
係合を強くするステップをさらに含む、態様２０に記載の方法。
（態様２３）
　圧縮力を加えるステップが、
　バギングフィルム内を真空にして、複合材構造を治具に密封するステップ、及び
　オートクレーブ圧力を複合材構造に加えるステップ、



(6) JP 2013-513501 A5 2013.12.19

のうちの少なくとも一方のステップを含む、態様２２に記載の方法。
（態様２４）
　態様１５に記載の方法に従って形成される複合材構造。
（態様２５）
　複合材構造の面取りコアに取り付けられる上部及び下部ラミネートの相対的な動きを抑
えて、オートクレーブ力をコアの面取り部に加えている状態で面取りコアに起こるコア潰
れを低減する方法であって、複合材構造は治具に取り付けられ、かつトリミングマージン
を定義するトリミングラインを含む外周部を有し、方法が、
　トリミングマージン内に収まるように治具に下側把持用帯片を接着するステップであっ
て、下側把持用帯片が、下側把持用帯片の外側表面から外方に延出する突起を有するステ
ップと、
　下側プライのうちの少なくとも２枚の下側プライが、下側把持用帯片の一部に係合する
ように、下部ラミネートの下側プライを治具に積層させるステップと、
　相互にジグザグに下側把持用帯片の上で下側プライを終端させるステップと、
　コアを下部ラミネートの上に、トリミングラインの内側に収まるように位置決めするス
テップと、
　少なくとも１つの上側把持用帯片を、下側把持用帯片と略位置合わせするステップと、
　上側把持用帯片を、下側把持用帯片の一部に係合させるステップと、
　上側プライのうちの少なくとも２枚の上側プライを、上側把持用帯片の一部に重ね、か
つ係合させるように、上部ラミネートの上側プライを、コアの上に積層させるステップと
、
　相互にジグザグに上側把持用帯片の上で上側プライを終端させるステップと、
　少なくとも１つの締め付けストラップを治具に取り付けるステップと、
　上側把持用帯片の少なくとも一部の上を、かつ上側把持用帯片の長さに沿って締め付け
ストラップを延出させるステップと、
　圧縮力を複合材構造に加えて、上部及び下部ラミネートと上側及び下側把持用帯片との
係合を強くするステップと、
を含む方法。
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